
(57)【要約】

【課題】鼻咽喉内視鏡を１つのパイプで洗浄及び消毒で

きるようにし、水道水での濯ぎ洗いや、内視鏡を移し替

える手間が不要である。

【解決手段】鼻咽喉用内視鏡１００を収納可能なパイプ

槽１に、洗浄水を供給するための給水管Ｌ１と、洗剤を

供給するための洗剤供給管Ｌ５と、殺菌剤を供給するた

めの殺菌剤供給管Ｌ３とを接続し、鼻咽喉用内視鏡１０

０をパイプ槽１内に収納して、給水管Ｌ１を通じて洗浄

水を供給して濯ぎ洗浄する濯ぎ洗浄行程と、洗剤供給管

Ｌ５を通じて洗剤を供給して洗剤洗浄する洗剤洗浄行程

と、殺菌剤供給管Ｌ３を通じて供給して殺菌消毒する殺

菌剤浸漬行程とを、連続的又は断続的に可能にせしめた

。

【選択図】　図１

JP 2004-65612 A 2004.3.4



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 を 収 納 可 能 な パ イ プ 槽 に 、 洗 浄 水 を 供 給 す る た め の 給 水 管 と 、 洗 剤 を 供 給
す る た め の 洗 剤 供 給 管 と 、 殺 菌 剤 を 供 給 す る た め の 殺 菌 剤 供 給 管 と を 接 続 し 、
鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 を 前 記 パ イ プ 槽 内 に 収 納 し て 、 前 記 給 水 管 を 通 じ て 洗 浄 水 を 供 給 し て 濯 ぎ
洗 浄 す る 濯 ぎ 洗 浄 行 程 と 、 前 記 洗 剤 供 給 管 を 通 じ て 洗 剤 を 供 給 し て 洗 剤 洗 浄 す る 洗 剤 洗 浄
行 程 と 、 前 記 殺 菌 剤 供 給 管 を 通 じ て 殺 菌 剤 を 供 給 し て 殺 菌 消 毒 す る 殺 菌 剤 浸 漬 行 程 と を 、
連 続 的 又 は 断 続 的 に 可 能 に せ し め た こ と を 特 徴 と す る 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 パ イ プ 槽 に バ ブ ル 発 生 手 段 を 備 え 、 前 記 濯 ぎ 洗 浄 行 程 及 び ／ 又 は 前 記 洗 剤 洗 浄 行 程 で
、 前 記 パ イ プ 槽 内 の 溶 液 に バ ブ ル を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鼻 咽 喉 用
内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
殺 菌 剤 を 収 納 す る 殺 菌 剤 タ ン ク と 、 前 記 パ イ プ 槽 内 の 殺 菌 剤 を 前 記 殺 菌 剤 タ ン ク に 回 収 す
る 殺 菌 剤 回 収 手 段 と を 備 え 、 前 記 殺 菌 剤 浸 漬 行 程 後 に 、 前 記 パ イ プ 槽 内 の 殺 菌 剤 を 回 収 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 パ イ プ 槽 に 溶 液 を 排 水 す る た め の 排 水 管 を 接 続 し 、 前 記 排 水 管 に 前 記 パ イ プ 槽 内 の 溶
液 が 完 全 に 排 水 し た こ と を 認 識 す る 排 水 セ ン サ ー を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３
の い ず れ か に 記 載 の 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 を 洗 浄 及 び 消 毒 す る 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 は 、 医 療 現 場 に お い て 、 鼻 咽 喉 の 検 査 や 治 療 等 に 用 い る も の で あ り 、 先 端
に レ ン ズ を 具 備 し た 細 長 い 棒 状 の 挿 入 部 と 、 医 師 等 が 把 持 し て 操 作 す る 把 持 部 と を 有 す る
。 こ の 挿 入 部 は 、 鼻 咽 喉 に 挿 入 す る 部 分 で あ っ て 、 先 端 レ ン ズ で 患 部 を 観 察 し 、 把 持 部 で
操 作 し て 検 査 及 び 診 断 す る 。 そ の た め 、 検 査 及 び 診 断 を す る 度 に 、 体 内 の 粘 膜 や 血 液 、 或
い は ウ イ ル ス 等 が 挿 入 部 に 付 着 し 、 使 用 す る 毎 に 十 分 な 洗 浄 及 び 消 毒 を す る 必 要 が あ る 。
又 、 近 年 高 齢 化 が 進 む 中 、 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 を 用 い た 検 査 や 治 療 が 増 加 し 、 そ れ に 伴 い 、 迅
速 且 つ 安 全 な 内 視 鏡 の 洗 浄 及 び 消 毒 を す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 従 来 例 の 内 視 鏡 の 洗 浄 及
び 消 毒 方 式 は 、 以 下 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 先 ず 、 蛇 口 か ら 水 道 水 を 放 出 し 、 そ の 水 道
水 で 使 用 し た 内 視 鏡 を 濯 ぐ 。 そ の 後 、 消 毒 器 で 内 視 鏡 を 数 回 消 毒 し て 、 再 度 内 視 鏡 を 使 用
し て い る 。 し か し 、 こ の 方 式 に よ れ ば 、 水 道 水 で 濯 ぐ ア ク シ ョ ン と 、 消 毒 器 で 消 毒 す る ア
ク シ ョ ン と の ２ つ の ア ク シ ョ ン を 要 す る た め 、 迅 速 に 洗 浄 及 び 消 毒 す る こ と が で き な い と
い う 問 題 が あ っ た 。 又 、 こ の 種 の 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 の 発 明 と し て 、 例 え ば 、 特 開 平 ７ －
１ １ ６ １ １ ６ 号 公 報 に 示 さ れ て い る が 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 消 毒 薬 浸 漬 用 パ イ プ と 洗 浄 用
パ イ プ の ２ つ の パ イ プ を 具 備 す る も の で あ り 、 夫 々 の パ イ プ に 内 視 鏡 を 逐 次 セ ッ ト す る 必
要 が あ る た め 、 手 間 が か か り 、 迅 速 性 に 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 の 通 り 、 従 来 の 方 式 で は 、 手 間 や 迅 速 性 に つ い て 問 題 を 有 す る 。 即 ち 、 水 道 水 で の 濯
ぎ 洗 い を 要 す る 点 や 、 ２ つ の パ イ プ に 内 視 鏡 を 移 し 替 え る 点 等 に そ の 問 題 を 含 む も の で あ
り 、 患 者 数 の 多 い 際 や 緊 急 時 に お い て 、 内 視 鏡 の 洗 浄 及 び 消 毒 に 手 間 や 時 間 を 有 す る 。 そ
こ で 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る も の で 、 １ つ の ア ク シ ョ ン で 内 視 鏡 を 迅 速 且 つ
簡 単 に 洗 浄 及 び 消 毒 で き る 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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本 発 明 の 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 は 、 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 を 収 納 可 能 な パ イ プ 槽 に 、 洗 浄
水 を 供 給 す る た め の 給 水 管 と 、 洗 剤 を 供 給 す る た め の 洗 剤 供 給 管 と 、 殺 菌 剤 を 供 給 す る た
め の 殺 菌 剤 供 給 管 と を 接 続 し 、 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 を パ イ プ 槽 内 に 収 納 し て 、 給 水 管 を 通 じ て
洗 浄 水 を 供 給 し て 濯 ぎ 洗 浄 す る 濯 ぎ 洗 浄 行 程 と 、 洗 剤 供 給 管 を 通 じ て 洗 剤 を 供 給 し て 洗 剤
洗 浄 す る 洗 剤 洗 浄 行 程 と 、 殺 菌 剤 供 給 管 を 通 じ て 殺 菌 剤 を 供 給 し て 殺 菌 消 毒 す る 殺 菌 剤 浸
漬 行 程 と を 、 連 続 的 又 は 断 続 的 に 可 能 に せ し め た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
パ イ プ 槽 に バ ブ ル 発 生 手 段 を 備 え 、 濯 ぎ 洗 浄 行 程 及 び ／ 又 は 洗 剤 洗 浄 行 程 で 、 パ イ プ 槽 内
の 溶 液 に バ ブ ル を 発 生 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
又 、 殺 菌 剤 を 収 納 す る 殺 菌 剤 タ ン ク と 、 パ イ プ 槽 内 の 殺 菌 剤 を 殺 菌 剤 タ ン ク に 回 収 す る 殺
菌 剤 回 収 手 段 と を 備 え 、 殺 菌 剤 浸 漬 行 程 後 に 、 パ イ プ 槽 内 の 殺 菌 剤 を 回 収 す る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
更 に 、 パ イ プ 槽 に 溶 液 を 排 水 す る た め の 排 水 管 を 接 続 し 、 排 水 管 に パ イ プ 槽 内 の 溶 液 が 完
全 に 排 水 し た こ と を 認 識 す る 排 水 セ ン サ ー を 備 え て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 、 こ の 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 （ 以 下 、 装 置 と い う ） の 一 実 施 例 で あ
っ て 、 そ の モ デ ル 図 を 示 す 。 こ の 装 置 は 、 パ イ プ 槽 １ を 具 備 し 、 そ の パ イ プ 槽 １ 上 部 に は
、 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 （ 以 下 、 内 視 鏡 と い う ） １ ０ ０ を 保 持 し て 位 置 固 定 す る 掛 止 部 Ｍ Ｐ を 設
け て い る 。 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 患 者 等 の 鼻 咽 喉 に 挿 入 す る 棒 状 の 挿 入 部 １ ０ １ と 、 医 師 等 が
把 持 し て 操 作 す る 把 持 部 １ ０ ２ を 有 し て お り 、 パ イ プ 槽 １ 内 に 挿 入 部 １ ０ １ を 収 納 し 、 掛
止 部 Ｍ Ｐ で 把 持 部 １ ０ ２ を 掛 止 す る 。 そ し て 、 パ イ プ 槽 １ 上 部 に は 上 方 タ ン ク ３ が 、 下 部
に は 下 方 タ ン ク ５ が 設 け ら れ て お り 、 上 方 タ ン ク ３ の 下 面 に パ イ プ 槽 １ の 上 部 が 、 下 方 タ
ン ク ４ の 上 面 に パ イ プ 槽 １ の 下 部 が 挿 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
内 視 鏡 １ ０ ０ の 使 用 後 、 挿 入 部 １ ０ １ を パ イ プ 槽 １ 内 に 挿 入 し 、 把 持 部 １ ０ ２ を 掛 止 部 Ｍ
Ｐ に 掛 止 し 、 挿 入 部 １ ０ １ の 濯 ぎ 洗 浄 行 程 を 行 う 。 給 水 管 Ｌ １ の 一 端 が 給 水 源 ７ （ 例 え ば
、 水 道 水 蛇 口 ） に 、 他 端 が 上 方 タ ン ク ３ に 接 続 し て い る 。 そ し て 、 給 水 管 Ｌ １ に は 給 水 電
磁 弁 Ｖ １ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 給 水 電 磁 弁 Ｖ １ が 給 水 源 ７ か ら の 洗 浄 水 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
給 水 電 磁 弁 Ｖ １ を 開 く こ と に よ り 、 洗 浄 水 が 、 給 水 管 Ｌ １ を 通 じ て 、 給 水 源 ７ か ら 上 方 タ
ン ク ３ 内 に 流 れ 、 そ し て 、 上 方 タ ン ク ３ の 下 面 に 挿 設 し た パ イ プ 槽 １ 内 に 流 れ 込 む 。 パ イ
プ 槽 １ 内 が 洗 浄 水 で 満 水 に な る と 、 上 方 タ ン ク ３ に 設 け た フ ロ ー ト セ ン サ ー １ ７ が 感 知 し
て 給 水 電 磁 弁 Ｖ １ を 閉 じ る 。 更 に 、 上 方 タ ン ク ３ に は オ バ ー フ ロ ー 管 Ｌ １ ３ が 設 け ら れ て
お り 、 フ ロ ー ト セ ン サ ー １ ７ が 作 動 し な い と き 、 こ の オ ー バ ー フ ロ ー 管 Ｌ １ ３ か ら 洗 浄 水
が 排 水 す る 。 即 ち 、 オ バ ー フ ロ ー 管 Ｌ １ ３ の 一 端 が 上 方 タ ン ク ３ に 設 け た 溢 水 口 に 、 他 端
が 排 水 管 Ｌ ７ に 接 続 し て お り 、 上 部 タ ン ク ３ の 洗 浄 水 が 、 オ バ ー フ ロ ー 管 Ｌ １ ３ を 通 じ て
排 水 管 Ｌ ７ に 導 く 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 、 こ の 装 置 は 、 パ イ プ 槽 １ 内 に バ ブ ル を 発 生 す る た め の バ ブ ル 発 生 手 段 が 設 け ら れ て
い る 。 こ の バ ブ ル 発 生 手 段 の 第 １ 実 施 例 を 説 明 す る 。 下 方 タ ン ク ５ に は バ ブ ル 発 生 部 １ ３
が 設 け ら れ て お り 、 エ ア ー 供 給 管 Ｌ １ １ の 一 端 が こ の バ ブ ル 発 生 部 １ ３ に 、 他 端 が エ ア ー
送 出 部 Ａ １ ， Ａ ２ に 接 続 し て い る 。 こ の エ ア ー 送 出 部 Ａ １ ， Ａ ２ は エ ア ー ポ ン プ で あ っ て
、 モ ー タ で ポ ン プ を 駆 動 し 、 エ ア ー 供 給 管 Ｌ １ １ を 通 じ て バ ブ ル 発 生 部 １ ３ に 空 気 を 送 る
。 こ の 送 ら れ た 空 気 は 、 バ ブ ル 発 生 部 １ ３ に 設 け た 多 数 の 通 気 孔 を 通 じ て 排 出 し 、 パ イ プ
槽 １ 内 に バ ブ ル を 多 数 発 生 す る 。 こ の バ ブ ル が 、 挿 入 部 １ ０ １ の 濯 ぎ 洗 い を 効 果 的 に 行 う
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。
【 ０ ０ １ ３ 】
エ ア ー 送 出 部 Ａ １ ， Ａ ２ は 、 パ イ プ 槽 １ 内 に 小 さ な バ ブ ル を 発 生 す る た め の 第 １ エ ア ー 送
出 部 Ａ １ と 、 大 き な バ ブ ル を 発 生 す る た め の 第 ２ エ ア ー 送 出 部 Ａ ２ と か ら な っ て い る 。 そ
し て 、 エ ア ー 供 給 管 Ｌ １ １ に は 逆 止 弁 Ｖ ９ が 設 け ら れ て お り 、 エ ア ー 送 出 部 Ａ １ ， Ａ ２ か
ら バ ブ ル 発 生 部 １ ３ に 送 る 空 気 の 逆 流 を 防 止 す る 。 更 に 、 第 ２ エ ア ー 送 出 部 Ａ ３ と エ ア ー
供 給 管 Ｌ １ １ と を 接 続 す る 管 に 、 エ ア ー 調 整 弁 Ｖ １ １ が 設 け ら れ 、 こ の エ ア ー 調 整 弁 Ｖ １
１ が 第 ２ エ ア ー 送 出 部 Ａ ３ か ら 送 る 空 気 を 調 整 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
排 水 管 Ｌ ７ の 一 端 が 下 方 タ ン ク ５ に 、 他 端 が 排 水 部 （ 図 示 略 ） に 接 続 し て お り 、 排 水 管 Ｌ
７ に は 排 水 回 収 ポ ン プ Ｐ ３ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 排 水 回 収 ポ ン プ Ｐ ３ を 作 動 す る こ
と に よ り 、 パ イ プ 槽 １ 内 の 洗 浄 水 が 排 水 管 Ｌ ７ を 通 じ て 下 方 タ ン ク ５ か ら 排 水 部 に 導 か れ
排 水 さ れ る 。 更 に 、 排 水 セ ン サ ー １ ５ を 介 し て 下 方 タ ン ク ５ と 排 水 管 Ｌ ７ と が 連 結 し て お
り 、 パ イ プ 槽 １ 内 の 洗 浄 水 が 完 全 に 排 水 さ れ た こ と を 排 水 セ ン サ ー １ ５ が 感 知 し 、 下 方 タ
ン ク ５ と 排 水 管 Ｌ ７ と の 接 続 部 分 を 閉 じ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 挿 入 部 １ ０ １ の 洗 剤 洗 浄 行 程 を 行 う 。 洗 剤 供 給 管 Ｌ ５ の 一 端 が 洗 剤 タ ン ク １ １ に 、
他 端 が 給 水 管 Ｌ １ に 接 続 し て い る 。 そ し て 、 洗 剤 供 給 管 Ｌ ５ に は 洗 剤 ポ ン プ Ｐ １ が 設 け ら
れ て お り 、 こ の 洗 剤 ポ ン プ Ｐ １ の 作 動 に よ り 、 洗 剤 タ ン ク １ １ 内 の 洗 剤 が 、 洗 剤 供 給 管 Ｌ
５ を 通 じ て 給 水 管 Ｌ １ に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
給 水 電 磁 弁 Ｖ １ を 開 き 、 洗 浄 水 が 給 水 源 ７ か ら 給 水 管 Ｌ １ に 導 入 さ れ 、 そ れ と 同 時 に 、 洗
剤 ポ ン プ Ｐ １ を 作 動 し て 洗 剤 が 洗 剤 タ ン ク １ １ か ら 給 水 管 Ｌ １ に 導 入 さ れ る 。 約 ３ ０ ０ ｃ
ｃ の 洗 浄 水 に 対 し て 、 約 ５ ～ ８ ｃ ｃ の 洗 剤 が 混 合 さ れ 、 こ の 洗 浄 水 と 洗 剤 と を 混 合 し た 洗
剤 洗 浄 水 が 、 給 水 管 Ｌ １ を 通 じ て パ イ プ 槽 １ 内 に 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 と 同 様 に 、 フ
ロ ー ト セ ン サ ー １ ７ が 感 知 す る こ と に よ っ て 、 パ イ プ 槽 １ 内 が 洗 剤 洗 浄 水 で 満 水 に な っ た
状 態 で 、 給 水 電 磁 弁 Ｖ １ が 閉 じ 、 ポ ン プ Ｐ １ が 停 止 す る 。 そ の 後 、 第 １ エ ア ー 送 出 部 Ａ １
が バ ブ ル 発 生 部 １ ３ に 空 気 を 送 り 、 パ イ プ 槽 １ 内 に バ ブ ル を 多 数 発 生 さ せ 、 挿 入 部 １ ０ １
の 洗 剤 洗 浄 を 効 果 的 に 行 う 。 洗 剤 洗 浄 を 一 定 時 間 行 っ た 後 、 排 水 回 収 ポ ン プ Ｐ ３ が 作 動 し
、 洗 剤 洗 浄 水 を 排 水 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ の 後 、 前 記 し た 濯 ぎ 洗 浄 行 程 を 数 回 行 っ た 後 、 挿 入 部 １ ０ １ の 殺 菌 剤 浸 漬 行 程 を 行 う 。
殺 菌 剤 供 給 管 Ｌ ３ の 一 端 が 殺 菌 剤 タ ン ク ９ に 、 他 端 が 上 方 タ ン ク ３ に 接 続 し て い る 。 そ し
て 、 殺 菌 剤 供 給 管 Ｌ ３ に は 薬 液 供 給 電 磁 弁 Ｖ ３ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 薬 液 供 給 電 磁 弁 Ｖ
３ が 開 く こ と に よ り 、 殺 菌 剤 タ ン ク ９ 内 の 殺 菌 剤 が 、 殺 菌 剤 供 給 管 Ｌ ３ を 通 じ て 上 方 タ ン
ク ３ に 流 れ 、 パ イ プ 槽 １ 内 に 流 れ 込 む 。 そ し て 、 フ ロ ー ト セ ン サ ー １ ７ が 感 知 す る こ と に
よ っ て 、 パ イ プ 槽 １ 内 が 殺 菌 剤 で 満 水 に な っ た 状 態 で 、 薬 液 供 給 電 磁 弁 Ｖ ３ が 閉 じ 、 殺 菌
剤 が パ イ プ 槽 １ 内 を 満 水 に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 定 時 間 、 挿 入 部 １ ０ １ を 殺 菌 剤 で 浸 漬 し た 後 、 殺 菌 剤 を 殺 菌 剤 タ ン ク ９ 内 に 回 収 し て 数
回 使 用 す る 。 そ の た め 、 薬 液 回 収 管 Ｌ ９ の 一 端 が 殺 菌 剤 タ ン ク ９ に 、 他 端 が 排 水 管 Ｌ ７ に
接 続 し て お り 、 薬 液 回 収 管 Ｌ ９ に は 薬 液 回 収 電 磁 弁 Ｖ ５ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 排 水
管 Ｌ ７ に 設 け た 排 水 電 磁 弁 Ｖ ７ が 閉 じ 、 薬 液 回 収 電 磁 弁 Ｖ ５ が 開 い た 状 態 で 、 排 水 回 収 ポ
ン プ Ｐ ３ が 作 動 す る こ と に よ っ て 、 パ イ プ 槽 １ 内 の 殺 菌 剤 が 、 排 水 管 Ｌ ７ 及 び 薬 液 回 収 管
Ｌ ９ を 通 じ て 殺 菌 剤 タ ン ク ９ に 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ は 、 洗 浄 消 毒 行 程 の フ ロ ー 図 を 示 す 。 先 ず 、 濯 ぎ 洗 浄 行 程 Ｓ １ に よ り 使 用 後 の 内 視 鏡
の 簡 単 な 洗 浄 を 行 っ た 後 、 洗 剤 洗 浄 行 程 Ｓ ２ に よ り 内 視 鏡 を 強 力 に 洗 浄 す る 。 そ し て 、 先
ず 、 バ ブ ル な し の 濯 ぎ 洗 浄 行 程 Ｓ ３ を １ 回 行 い 、 続 い て バ ブ ル あ り の 濯 ぎ 洗 浄 行 程 Ｓ ４ を
２ 回 行 う こ と に よ り 、 内 視 鏡 に 付 着 し た 洗 剤 を 除 去 す る 。 更 に 、 殺 菌 剤 浸 漬 行 程 Ｓ ５ を 行
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う こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 殺 菌 す る 。 最 後 に 、 濯 ぎ 洗 浄 行 程 Ｓ ６ を ３ 回 行 い 、 内 視 鏡 に 付 着
し た 殺 菌 剤 を 取 り 除 く 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ は 、 殺 菌 剤 排 出 行 程 の フ ロ ー 図 を 示 す 。 前 記 し た よ う に 、 殺 菌 剤 は 回 収 し て 数 回 使 用
す る が 、 殺 菌 効 果 が 弱 く な っ た 殺 菌 剤 は 排 出 す る 。 排 出 す る 際 に は 、 パ イ プ 内 投 入 行 程 Ｓ
１ ０ に よ り 殺 菌 剤 が 殺 菌 剤 タ ン ク ９ か ら パ イ プ 槽 １ 内 に 流 れ 、 殺 菌 剤 排 出 行 程 Ｓ １ １ に よ
り パ イ プ 槽 １ 内 か ら 排 出 部 に 流 れ る 。 そ し て 、 濯 ぎ 洗 浄 行 程 Ｓ １ ２ を ３ 回 行 う こ と に よ り
、 パ イ プ 槽 １ 内 に 付 着 し た 殺 菌 剤 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 装 置 の 外 観 斜 視 図 を 示 す 。 装 置 は 、 本 体 部 Ｂ Ｐ を 備 え て お り 、 こ の 本 体 部 Ｂ Ｐ の
正 面 に は 、 パ イ プ 槽 １ 、 上 方 タ ン ク ３ 、 及 び 下 方 タ ン ク ５ を 具 備 し て い る 。 本 体 部 Ｂ Ｐ 内
に は 、 殺 菌 剤 タ ン ク ９ 、 洗 剤 タ ン ク １ １ 、 エ ア ー 送 出 部 Ａ １ ， Ａ ２ 等 が 装 備 さ れ て お り 、
給 水 管 Ｌ １ 及 び 排 水 管 Ｌ ７ が 、 本 体 部 Ｂ Ｐ 背 面 を 通 じ て 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に 、 本 体 部 Ｂ Ｐ の 正 面 に は 、 洗 剤 洗 浄 選 択 ス イ ッ チ Ｓ １ 、 殺 菌 剤 浸 漬 選 択 ス イ ッ チ Ｓ ３
、 ス タ ー ト ス イ ッ チ Ｓ ５ 、 及 び 殺 菌 剤 排 出 選 択 ス イ ッ チ Ｓ ７ を 設 け て い る 。 各 ス イ ッ チ Ｓ
１ ～ ７ は 、 各 ポ ン プ Ｐ １ ～ ５ 、 各 電 磁 弁 Ｖ １ ～ ９ 、 エ ア ー 送 出 部 Ａ １ ， Ａ ３ 等 を 制 御 す る
制 御 装 置 （ 図 示 略 ） と 電 気 的 に 接 続 し て お り 、 図 ２ 及 び ３ に 示 す 行 程 Ｓ １ ～ １ ２ を 選 択 し
て 行 う こ と が で き る 。 即 ち 、 選 択 ス イ ッ チ Ｓ １ を 押 し 、 ス タ ー ト ス イ ッ チ Ｓ ５ を 押 す こ と
に よ り 、 Ｓ １ ～ ４ の 行 程 を 行 い 、 選 択 ス イ ッ チ Ｓ ３ を 押 し 、 ス タ ー ト ス イ ッ チ Ｓ ５ を 押 す
こ と に よ り 、 Ｓ ５ 及 び ６ の 行 程 を 行 う 。 選 択 ス イ ッ チ Ｓ １ 及 び ３ を 押 し 、 ス タ ー ト ス イ ッ
チ Ｓ ５ を 押 す こ と に よ り 、 Ｓ １ ～ ６ の 行 程 を 行 う こ と も で き る 。 そ し て 、 殺 菌 剤 排 出 選 択
ス イ ッ チ Ｓ ７ を 押 し 、 ス タ ー ト ス イ ッ チ Ｓ ５ を 押 す こ と に よ り 、 Ｓ １ ０ ～ １ ２ の 行 程 を 行
う 。 制 御 装 置 に 設 け た タ イ マ ー 回 路 が 、 各 行 程 Ｓ １ ～ １ ２ の 行 程 時 間 を 制 御 す る も の で あ
り 、 内 視 鏡 １ ０ ０ の 汚 れ の 程 度 に よ っ て 、 こ の タ イ マ ー 回 路 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ５ は 、 第 ２ 実 施 例 の バ ブ ル 発 生 手 段 に お け る モ デ ル 図 を 示 す 。 本 実 施 例 に お い て は 、 １
つ の エ ア ー 送 出 部 Ａ １ ’ が 、 バ ブ ル 発 生 部 １ ３ に 空 気 を 送 出 す る 。 そ し て 、 エ ア ー 送 出 部
Ａ １ ’ と バ ブ ル 発 生 部 １ ３ と を 、 第 １ エ ア ー 供 給 管 Ｌ １ １ が 接 続 し 、 こ の 第 １ エ ア ー 供 給
管 Ｌ １ １ に は エ ア ー 電 磁 弁 Ｖ １ ３ 及 び 第 １ エ ア ー 調 整 弁 Ｖ １ １ ’ が 設 け ら れ て い る 。 更 に
、 エ ア ー 電 磁 弁 Ｖ １ ３ と 第 １ エ ア ー 調 整 弁 Ｖ １ １ ’ と を 跨 ぐ よ う に 、 第 ２ エ ア ー 供 給 管 Ｌ
１ １ ’ が 第 １ エ ア ー 供 給 管 Ｌ １ １ に 接 続 し て お り 、 第 ２ エ ア ー 供 給 管 Ｌ １ １ ’ に は 第 ２ エ
ア ー 調 整 弁 Ｖ １ １ ’ ’ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 １ エ ア ー 調 整 弁 Ｖ １ １ ’ は 大 き い バ ブ ル が 発 生 す る よ う 調 整 さ れ 、 第 ２ エ ア ー 調 整 弁 Ｖ
１ １ ’ ’ は 小 さ い バ ブ ル が 発 生 す る よ う 調 整 さ れ て い る 。 そ し て 、 濯 ぎ 洗 浄 行 程 を 行 う 際
に は 、 エ ア ー 電 磁 弁 Ｖ １ ３ が 開 き 、 空 気 が 第 １ エ ア ー 調 整 弁 Ｖ １ １ ’ を 通 じ て バ ブ ル 発 生
部 １ ３ に 送 ら れ 、 洗 剤 洗 浄 行 程 を 行 う 際 に は 、 エ ア ー 電 磁 弁 Ｖ １ ３ が 閉 じ 、 空 気 が 第 ２ エ
ア ー 調 整 弁 Ｖ １ １ ’ ’ を 通 じ て バ ブ ル 発 生 部 １ ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た 通 り 、 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡 を １ つ の パ イ プ で 洗 浄 及 び 消 毒 で き る の で
、 水 道 水 で の 濯 ぎ 洗 い や 、 内 視 鏡 を 移 し 替 え る 等 の 手 間 が 不 要 で あ る た め 、 迅 速 且 つ 簡 単
に 洗 浄 及 び 消 毒 で き る 。 又 、 内 視 鏡 を 洗 浄 す る 洗 剤 に バ ブ ル を 発 生 さ せ る た め 、 洗 浄 効 果
が 高 い 。 更 に 、 殺 菌 剤 を 回 収 す る 手 段 を 備 え る こ と に よ り 、 複 数 回 殺 菌 剤 を 使 用 で き 、 経
済 的 に も 環 境 的 に も 優 れ た 効 果 を 有 す る 。 更 に 又 、 パ イ プ 槽 内 の 溶 液 が 完 全 に 排 水 し た こ
と を 認 識 す る 排 水 セ ン サ ー を 搭 載 し て 、 こ の セ ン サ ー か ら の 信 号 を 感 知 す る こ と に よ り 自
動 的 に 排 水 が 停 止 す る よ う に す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 装 置 の 一 実 施 例 の モ デ ル 図 を 示 す 。
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【 図 ２ 】 洗 浄 消 毒 行 程 の フ ロ ー 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 殺 菌 剤 排 出 行 程 の フ ロ ー 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 装 置 の 一 実 施 例 の 外 観 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 例 の バ ブ ル 発 生 手 段 に お け る モ デ ル 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 パ イ プ 槽
１ ０ ０ 　 鼻 咽 喉 用 内 視 鏡
Ｌ １ 　 給 水 管
Ｌ ３ 　 殺 菌 剤 供 給 管
Ｌ ５ 　 洗 剤 供 給 管
９ 　 殺 菌 剤 タ ン ク
１ ３ 　 バ ブ ル 発 生 部
１ ７ 　 フ ロ ー ト セ ン サ ー
Ａ １ ， Ａ ３ 　 エ ア ー 送 出 部
１ ５ 　 排 水 セ ン サ ー
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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摘要(译)

要解决的问题：可以用一根管道清洁和消毒鼻咽镜，并且不需要用自来
水冲洗，也省去了转移内窥镜的时间和精力。 为了向洗涤水供给用的供
水管L1，向洗涤剂供给的洗涤剂供给管L5和消毒剂供给到能够收纳鼻咽
内窥镜100的管槽1。 连接消毒剂供应管L3，将鼻咽内窥镜100容纳在管
槽1中，并且漂洗水通过供水管L1被供应以进行漂洗和清洗，并且洗涤剂
供应管L5也被提供。 可以连续或间歇地进行通过洗涤剂洗涤步骤供应洗
涤剂的洗涤剂洗涤步骤和通过进料到灭菌剂供应管L3进行灭菌和灭菌的
灭菌剂浸渍步骤。 [选型图]图1
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